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人権身の上相談
勣晒先i そく1)他で、人椎を 侵害

され たとか4 身の上のことでお困
り' の瓦齔J ぞ! 54=と利用ください。
東京法務局纖無1 箟立区人 権擁齔
委 曩が相峽1・=l i t j ます。 相鹹白磁
瘤睛堅{守ります。相曠日ほ毎月
癬4金嵎叭 牛梭丿時心4 時　皀
優察t l 睹)【盆民相映幺

本
木
東
保
育
園
・
児
童
館

七
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン

区
で
は
、
長
期
基
本
叶
画
に
羨
づ
き
「
綢
和
の

と
れ
た
住
み
よ
い
足
立
区
」
を
め
さ
し
て
区
民
の

み
な
さ
ん
が
痢
由
に
利
用
で
き
ゑ
認
i

難
股
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
ぴ
こ
れ
ら
施
設
の
一
つ
と
し

て
本
木
地
区
に
傑
青
圜
と
児
童
鈿
が
完
成
し
七
月

一
日
か
ら
オ
ト
プ
ン
し
ま
す
。

水
木
寨
保
育
園
、
鰓
貪
館
ぱ
昨
年
の

六
月
に
工
事
營
鬨
蜘
し
、
約
÷
年
を
経

'
て
完
鷏
し
た
も
の
で
す
。
胄
施
設
と
も

同
に
'
舜
怐
内
に
あ
り
、
保
青
園
(
募
集

岩
沢
ぼ
、
ぱ
の
お
知
ら
せ
春
尽
百
粤

に
掲
職
)
、
'
幼
児
教
高
は
[
陬
、
児
童

鰡
は
二
階
と
い
弖
揖
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。皃

童
館
に
は
児
童
が
自
由
に
利
用
で

『
き
る
図
一
室
、
工
作
窒
、
音
楽
寔
な
ど

が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
の
開
館
時
鬩
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

な
お
休
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
月
曜
日
(
た
だ
し
。
7第
三
叺
曜

日
の
翌
日
は
除
き
ま
す
)

二
　
銷
三
貝
曜
日

三
　
右
月
二
十
B
か
ら
八
}月
三
十
一

目
ま
で
の
夏
休
み
期
間
申
は
毎
傭

の
白
剛
日
が
休
館
日
と
・
な
り

ま

ず
。

四
　
鰔
民
の
耨
F
及
ぴ
年
末
と
年
恤

な
お
子
供
の
日
ば
開
館
し
ま
す
。

施
設
内
容
と
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

■
所
在
地
　
本
木
二
丁
目
匸
一
丁
一
一

東
武
バ
ス
(
北
千
住
-
酉
研
井
大

師
)
本
木
新
道
下
車

■
建
物
の
構
造
と
規
模
　
鉄
筋
ゴ
ン
グ

リ
ー
ト
造
り
二
階
薺
、
鰄
啝
面
膾

一
、
三
四
三
・
八
九
平
方
㍍

一
階
(
保
育
園
/
幼
児
教
室
)

二
階
(
児
竃
館
)

育
成
竄
/
集
会
室
(
遊
戯
室
)
/

エ

作
寔
/
図
書
童
/
音
楽
室

▽
集
会
寔
(
遊
戯
室
)
・・・
公
式
卓
球
台

か
置
い・て
あ
り
、
自
由
に
利
用
で

き
る
ほ
か
t
・集
会
や
ほ
か
の
遊
ぴ

に
便
え
ま
す
。

▽
工
作
室
・
:ね
ん
ど
・
紙
細
工
や
木
工
'

作
が
で
き
る
よ
う
各
種
の
工
具
が

整
い
、
工
作
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

▽
図
書
室
・・・
絵
本
や
童
話
、
児
ま
小
説

が
蔵
一
さ
れ
、
読
物
や
勉
強
の
場

と
し
て
ご
濔
用
く
だ
さ
い
。
ま
た

お
母
さ
ん
も
お
子
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
絵
本
な
ど
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

▽
音
楽
寔
・・・
打
楽
器
、
曾
弦
楽
器
な
ど

各
種
の
楽
器
が
そ
ろ
い
音
楽
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
指
導

員
が
楽
器
演
奏
の
指
導
な
ど
を
行

な
う
予
定
で
す
。

七月一日からオープンする本木東保育園・児童館

本

木

東

保育園児
童館 案内図

7 月1 日から

区営プール開設

七
月
一
日
か
ら
(
月
三
十
一
日
ま

で
次
の
区
営
プ
ー
ル
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
ど
・つ
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
千
住
公
園
プ
ー
ル
(
千

住
大
川
町
三
五
一

一
)

○
千
住
旭
町
公
園
プ
ー
ル
{

千
住
旭
町
三
〇
一

一
}

○
中
郷
公
園
プ
ー
ル
(
西

。孵
井
一
丁
目
二
九
一

一

五
)

○
大
谷
田
帛
公
園
プ
ー
ル
(

中
川
四
丁
目
四
二
-

一
)

○
鹿
浜
校
趾
公
園
プ
ー
ル
(
鹿
浜
三

丁
目
一
四
-
一
)

○
体
育
館
プ
ー
ル
【
中
央

本
町

】丁

目

一
七
-

二
)

料
金
―
大
人
二
十
円
、申

学
生
以
下
十
円
。
た
だ

し
、
体
青
館
は
高
校
生

以
下
十
円

。

時
間
-
午
前
九
時
～
午
後

六
時
、
た
だ
し
、
体
育

館
は
平
日
は
午
後
四
時

三
十
分
ま
で

。

問
い
合
わ
せ
は
、公
間
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
区
役
所
公
園
管
理
係
へ
。

体
育
館
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
区
体
育

館
　
八
(
六
上
(
○
一
三
へ
。

昭和51年4月以降採用予定の

特別区職員募集
幢
別
区
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
嶐
月
　
[

a
g
峰
秣
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と

粉
瑟
募
集
し
ま
す
。

<
大
学
卒
程
度
>

試
験
区
分
　
(
1
)
事
務
・
土
木
・
建
築
・

機
械
・
電
気
・
・
・
受
験
賢
格
は
、
学
歴

煢
閠
わ
ず
、
一
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
一

自
か
ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま

で
に
ま
ま
れ
た
方
　
(
2
)
相
学
・
淪
圃
(
3
)

褌
祉
指
導
　
(
4
)
・
苡
【
衛
匝
數
樢
員
(
5
)

諏
鶚
衛
生
監
視
員
　
(
6
)
衛
生
検
査

卜
以
恚
の
(
2
)
～
(
6
)
の
鳧
鞅
賢
格
は
、
(
イ
)

学
歴
を
間
わ
弌
曲
和
二
十
一
細

四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
『
四
月

一
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
か
、
(
ロ
)
昭

和
四
十
八
年
一
言
以
後
大
学
聚
卒
巣

し
た
万
象
だ
ほ
大
学
卒
業
見
込
み
の

方
の
い
ず
れ
か
　
そ
の
他
(
3
)
～
(
6
)
の

塲
・
侖
、
誉
れ
ぞ
れ
次
の
資
格
か
必

姜
、
(
3
)
は
児
重
纜
導
員
の
賢
格
、
(
4
)

は
食
品
衛
生
監
視
員
の
賢
格
、
(
5
)
は

耡
憮
衛
生
歉
樢
員
の
資
糂
、
(
6
)
は
衛

應
!
霆
師
免
許
ま
だ
は
簡
床
怏
査

地
卵
免
許
を
有
す
蜃
　
(
7
)
保
舞
婦

・
:
廡
験
資
格
は
、
孛
歴
を
問
わ
ず
、

吻
和
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
、
二
十

九
疼
四
月
一
目
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

傑
健
婦
Q
鳬
許
釁
有
す
唇
方

試
験
日
　
七
月
二
十
七
日
曾
}

申
込
期
間
　
睇
送
は
六
月
=

十
八
目
歯

で
、直
接
墮
(
月
三
十
白
か
ら
七
月
#

百
ま
で

<
短
大
卒
程
度
>

試
験
区
分
　
事
務
・
土
木
・
巣
築
・
機

棚
・
竃
気
・・・
受
験
資
格
は
学
歴
を
問

・

わ
す
I
陌
和
ニ
ナ
ね
年
四
遊
二
日
か

ら
昭
和
三
十
丁
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

試
験
日
　
十
月
十
二
日
(
金
)

申
込
期
間
　
郵
送
ば
七
月
一
日
か
ら
九

月
六
日
ま
で
、
直
接
は
九
月
(
日
か

ら
九
月
十
三
日
ま
で

<
高
校
卒
程
度
>

試
験
区
分
　
事
務
・
土
木
・
建
築
・
機

纎
・
竃
気
・
・
受
験
資
格
は
、
学
歴
を

闘
わ
す
、
岶
和
二
十
九
年
四
月
一
盲

か
戳
昭
和
三
十
含

認

月

一
目
ま
で

匕
醂
ま
れ
た
方

試
験
日
・
申
込
期
間
　
熾
大
卒
と
同
じ

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
特
別
区
人

事
厚
ま
蔘
菁
組
合
人
事
企
画
郎
企
画

課
(
〒
一
〇
こ
千
代
田
区
九
段
北
一

―
一一
一
四
区
政
会
朗
内
　
二
六
五
-

り
六
七

‘一
内
線
三
七
(
上
二
七
九
)

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
ご
家
庭
へ

娃
産
婦
の
方
で
、
入
院
し
て
分
ぺ
ん

す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
に
そ
の
賢
用
の
全
部
ま
た
は
、

一
部
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
ご
家
庭

の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
、
児
童

福
祉
法
に
基
い
て
、
入
院
助
産
施
設
の

入
所
に
つ
い
て
、
相
談
受
付
け
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
出
産
費
用
に
お
困
り
に
な
る

こ
家
庭
で
、
次
の
三
つ
の
要
件
に
該
当

す
る
場
合
は
、
入
院
助
産
を
受
け
る
こ

と
か
で
き
ま
す
。

□
区
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

□
前
年
分
所
得
税
(
国
税
)
額
が
、
九

千
六
百
円
以
下
で
あ
る
こ
と

□
妊
瞼
七
か
月
以
上
で
あ
る
こ
と

<
入
所
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
>

囗
前
年
分
所
得
税

額
の
わ
か
る
も
の
(

お
動
め
の
万
は
動
務
先
で
発
行
す

る
給
与
所
椦
の
源
泉
徴
収
禀
、・事
業

睹
係
の
方
喘

確
寓
申
告
一
の
控
え
)

□
前
年
度
特
別
区
民
税
年
税
額
の
わ
か

る
も
の
(
区
役
所
課
税
課
で
発
行
す

る
納
税
決
定
通
知
S
ま
た
は
、
課
税

証
明
書
)

□
健
康
保
険
証
、
母
子
手
帳
な
ら
ぴ
に

印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
あ
な
た
の
住
所
地
を

一
管
輛
す
る
次
の
各
福
祉
一
務
所
へ

足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
匸
〒

五
　
　
(
(
(

一
三
一
四
一
)

中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一
(
‥

一

一
〇
　
(

八
九
-
一
四
(
一
)

東
部
福
祉
事
務
所
(
柬
綾
瀬
一
丁
目
`

-
一
七
　
　
(

○
五
一
七
一
〇
五
)

西
部
福
祉
事
務
所
(
鹿
浜
二
丁
目
二
四
-

二
　
　
(

九
七
-
五
〇
一
こ

たばこは区内で買いましょう

叶 年 度 は

11億4千万円

たば こ 消 費 税

が区 に は い り

まし た

本年度は1本に付80銭が匯にはいります|

心
身
障
害
者
に

家
事
援
助
者
を
派
遣

心
身
障
客
者
を
か
か
え
て
い
る
世
帯

に
対
し
て
、
区
内
の
家
政
婦
紹
介
所
か

ら
家
事
援
助
者
を
派
遣
し
、
身
の
ま
わ

り
の
世
話
な
ど
を
し
ま
す
。

■
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
世
帯

・
重
度
の
精
薄
ま
た
は
二
級
以
上
の

身
体
陣
害
を
有
し
、
日
常
生
活
上
の

介
護
が
必
要
で
あ
る
方
の
い
る
世
帯

・
中
度
以
上
の
精
薄
あ
る
い
は
二
級

以
上
の
身
体
障
客
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
そ
の
介
護
を
す
る
家
族
の
一
時

的
疾
病
等
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の
日

常
生
醺
が
蕎
し
く
妨
げ
ら
れ
る
世
帯

※
た
だ
し
、
福
祉
事
務
所
か
ら
家
庭
奉

仕
員
が
陬
遣
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

食
事
の
世
話
、
洗
堰
、
掃
除
、
身
の

ま
わ
り
の
お
世
話
な
ど
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
(
ま
た
は
愛
の

手
帳
)

く
わ
し
く
は
、区
役
所
二
階
援
護
係

へ
。も

う
お
す
み

で
す
か

福
祉
年
金
の
定
時
届

福
祉
年
金
(
老
齢
特
別
給
付
金
を
含

む
)
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
で
ま
だ

定
時
届
の
お
す
み
で
な
い
方
は
す
ぐ
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
を

出
さ
な
い
と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

持
参
す
る
も
の
―
福
祉
年
金
証
一
・
印

か
ん

届
出
先
-
区
役
所
国
民
年
金
課
ま
た
は

各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
国
民
年
金

踝
給
付
係
へ
。

センター・児童館・老人館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
苙
一
七
一
〇
一

■
老
人
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
―
六
月
二
十
一
日
(
土
)
午
前
九
時
三
十

分
…
定
員
四
十
名
　
■
老
人
浪
曲
大
会―
六
月
二
十
二
日
(
日
)
午

後
一
時
　
■
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―
六
月
二
十
九
日

(
日
)
午
後
二
時
　
■
七
夕
ま
つ
り
―
七
月
五
日
(
土
)
午
後
二
時

■
着
付
け
教
室
-
七
月
(
日
(
火
)
午
前
十
時
・
・
・
定
皿
五
十
名

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
一
四
六
六
一

■
子
ど
も
映
画
会
―
六
月
二
十
一
日
・
二
十
(
日
(
土
)
午
後
一
時

三
十
分
　
■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
―
六
月
二
十
一
日
(
土
)
・
二
十
五

日
(
水
)
午
後
三
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
九
七
一
五
〇
一
六

■
児
童
映
画
会
―
六
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日
(
日
)
午
後
二
時
三

十
分
　
■
老
人
将
棋
大
会
-
六
月
二
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十

分
・
・
・
定
員
五
十
名
、参
加
申
込
受
付
中
　
■
老
人
演
芸
大
会
―
六
月

二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
、参
加
申
込
受
付
中

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
一
丁
二
七
六
五

■
卓
球
大
会―
六
月
二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
'
申
込
み
は
二
十

五
日
(
水
)
ま
で
　
■
老
人
将
棋
大
会―
七
月
三
日
(
木
)
午
前
十

時
三
十
分
・・・
定
員
四
十
名

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　
　
(
九
七
上
(
九
四
(

■
子
ど
も
映
画
会―
六
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■

卓
球
教
室―
六
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

□
新
田
児
重
館
・
老
人
館
　
　
　
九
匸
〒
三
四
ニ
ー

■
ギ
タ
ー
教
室
―
六
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■
老
人
映
画

会
―
六
月
二
十
二
日
(
日
)
午
後
一
時
　
■
老
人
囲
碁
大
会
―
六
月

二
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
・・・
定
員
二
十
名

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
　
(
(
二
上
二
一
(

■
子
ど
も
オ
セ
ロ
大
会
―
六
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
・
・
・
定
員

三
十
名
　
■
子
ど
も
映
画
会
―
六
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
八
五
〇
-
八
(
〇
一

■
映
画
の
夕
べ
―
六
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
六
時
・
・
・
「沈
黙
の
世

界
」
、
定
員
百
五
十
六
名

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
(
五
〇
-
二
六
一
七

■
お
化
け
大
会
実
行
委
員
募
集
-
小
学
校
五
年
以
上
～
大
人
　
■
子

ど
も
映
画
会
―
六
月
二
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
―
六
月
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
親
子
陶
芸
教
室
―

七
月
五
日
(
土
)
午
後
二
時
　
■
老
人
囲
碁
大
会
―
七
月
六
日

(
日
)
午
前
十
時
・・・
定
員
二
十
名
　
申
込
み
は
、
六
月
二
十
二

日
(

日
)
か
ら

〔申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
施
設
の
事
務
室
へ
〕

■

夏

休
み

期

間

中
の

休

館

日
の

変

更

夏
休
み
中
は
、
平
日
の
利
用
者
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
七
月
二

十
日
か
ら
(
月
三
十
一
日
ま
で
の
閭
、
次
の
施
設
は
日
一
日
が
休
館

日
と
な
り
ま
す
。

▽
新
田
、千
住
あ
ず
ま
、西
伊
興
、本
木
東
児
一
館
　
▽
新
田
、千

住
あ
す
ま
老
人
館
　
▽
東
都
、
酉
都
、
中
都
、
千
住
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
▽
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

▽
区
立
図
書
館
―
七
、(
月
中
の
定
例
休
館
日
は
、七
月
七
・
十
四
・

十
五
・
二
十
・
二
十
(
日
、(
月
四
・
十
一
・
十
四
・
十
七
・
二
十
五
日
で
す

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882―1111　第二庁舎889―6161　足立福祉事務所888―3141　中部福祉事務所889―1481　東部福祉事務所605―7105　西部福祉事務所897―5011
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夏
場
の
公
害
《
深
夜
騒
音
・
悪
臭
》

苦
情
が
ふ
え
る
季
節
で
す

商
店
・
事
業
主
の
方
は
ご
注
意
を

χ
も
盛
り
に
な
る
と
、
各
家
庭
で
は

風
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
、
息
を
あ
け

て
の
生
醺
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ム
シ
暑
い
夜
は
、
恚
を
あ
け
た
ま
ま
眠

る
な
ど
疵
呎
が
鬨
放
り

旨
罸
麦
す
。

恩
が
あ
い
て
い
る
と
、
原
し
い
風
も
入

っ
て
き
ま
す
が
、
騒
音
や
瓢
臭
な
ど
の

公
謇
も
、
い
っ
し
ょ
に
と
ぴ
込
ん
で
き

ま
す
。

工
鳩
や
深
夜
営
業
の
飲
食
歳
を
綫
営

す
る
方
は
、
付
涯
の
住
民
に
迷
惑
が
か

か
'
{
'な
い
よ
う
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

工
場
経
営
の
方
へ

夏
に
な
る
と
、
騒
音
な
ど
の
苦
情
の

申
し
出
が
多
く
な
り
ま
す
。
エ
楊
な
ど

を
綫
鷺
す
唇
方
は
、
次
の
事
項
に
庄
意

し
て
作
業
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
脹
音
を
邨
ま
ず
る
作
業
を
行
な
う
時

は
、
か
賛

孚

申
・
出
入
口
を
し
め
て

ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
鵬
外
で
は
騒
音
な
ど
が
出
る

作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
悪
臭
を
発
生
す
る
施
段
に
は
、
除
害

施
設
を
付
け
ま
し
″
う
。

▽
ボ
彳
ラ
ー
、
燃
焼
炉
な
ど
燃
鰐
綯
設

の
管
理
を
十
分
行
な
い
ま
し
″
・つ
。

▽
薬
品
の
流
出
な
ど
突
発
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
常
に
工
場
や
施
段
を
点
検

し
ま
し
ょ
・つ
。
ま
た
、
事
故
が
発
生
し

た
時
は
、
す
ぐ
区
役
所
公
害
課
に
報
告

し
ま
し
ょ
う
。

▽
エ
禍
か
ら
の
廃
棄
物
は
、
無
害
に
し

て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

飲
食
店
営
業
の
方
へ

深
夜
騒
音
防
止

の
お
願
い

東
京
都
内
で
は
、
飲
食
店
、
喫
茶
店

な
ど
が
夜
間
、
付
近
の
静
穏
を
害
す
る

ご
と
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
お
店
の
方

は
、
十
分
産
憲
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
に
な
る
と
一
般
家
庭
を
含

め
、
ク
ー
ラ
ー
に
よ
る
騒
音
の
苦
情
が

參

く
な
り
ま
す

。
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す

る
と
き
は
、
周
囲
の
状
態
を
十
分
注
意

し
て
他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

公害苦情受付の状況
( 区・公害課　昭和49年1月～12月)

夏の公害・苦情・陳情

夏は特1已苦情・陳情が多くなります。

咋年一年間では、944件ありましたが、
6月から8J l l の3か月で、匐件と仙の

月を大きく上盍わっていi 寸。商店・事

彙主の方は十分ご注憲ください。

野
球
場
の
抽
せ
ん

会
場
変
更

(
月
分
の
野
球
場
の
抽
せ
ん
会
楊
が

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

会
場
・・・
区
産
業
振
興
館
二
階
ホ
ー
ル
(

区
役
所
隣
り
)

会
場
変
更
を
す
る
抽
せ
ん
日
・
一
七
月
十

二
日
(
土
)

受
付
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

前
九
時
ま
で

※
九
月
分
以
後
の
抽
せ
ん
会
場
は
従
来

ど
お
り
区
役
所
七
階
会
鵬
室
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
教
育
委
員
会
体
冐
誉

理
係

水
の
事
故
を
な
く
す
た
め

参
加
し
ま
し
ょ
う

プ
ー
ル
管
理
要
員
・
水
泳
講
習
会

毎
年
、水
泳
T
ズ
‘
冫
Q
な
る
と
ソ

尊
い
生
命
が
失
わ
れ
、楽
し
い
は
ず
の

水
泳
が
悲
し
い
紬
巣
に
た
今
か
ね
ｔ

せ
ん
。区
で
は
こ
う
し
た
水
の
事
故
を

未
然
に
防
き
、水
に
対
す
忝
知
贍
を
も

っ
て
も
ら
う
た
め
、水
峰
初
{
一
t
l
t

会
と
救
急
法
・
水
上
安
`
｀
t
`
｀
一

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

水
泳初
心
者
講
習
会

期
間
=
・
(
第
一
浹
)
‘
七
月
恚
四
一
り
F
十

八
日
　
(
第
二
次
)
八
月
四
日
～
八

日
の
い
ず
れ
警
沮
間
睹
鬩
は
そ

後
六
時
三
+
4
～
(
時
三
十
分

場
所
・
・
・
区
体
青
館
プ
ー
ル

参
加
資
格
-
区
内
在
住
、在
勤
、在
学

(
十
(
毓
以
上
)
で
全
く
泳
げ
な
い

が
受
講
料
・
・
・
無
料
(
た
だ
し
、水
泳
帽
代

と
し
て
実
費
三
百
円
を
初
日
に
徴
収

ト
ー

す
)

申
込
方
法
…
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

洫
・
蝋
話
番
号
・
第
一
次
が
第
二
次

ふ
の
別
牙
往
復
(
ガ
キ
に
記
入
の
う

先
次
の
と
こ
ろ
へ
。(
教
育
委
員
会

ん
面
接
み
え
て
も
結
構
で
す
)

申
込
先
…
教
育
委
員
会
体
育
譁
(
苧
一

二
〇
千
住
仲
町
五
八
)

定
員
…
百
名
ご
定
異
に
な
り
次
第
締
切

り

ま
す
。

※
な
お
、
受
講
者
は
初
日
に
最
近
一
か

月
以
内
の
健
康
診
断
書
を
拠
出
し
で
い

た
だ
孝
ま
す
。(
水
泳
を
し
て
も
良
い

觜
の
診
断
書
の
な
い
人
は
受
講
で
き
ま

せ
ん
)プ

ー
ル
管
理
要
員

養
成
講
習
会

日
時
・
・
・
七
月
示
石
窟
f
に
1

三
十
一
日
(
木
)
午
時
六
?
九
時
一

(
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
七
日
を

除
く
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
…
区
体
育
館
了
ル
ほ
か

対

象
・
・・
十
(

歳

以
上

の

区

民

な

ら
だ

れ

で

も

参

加

で

き

ま
す

。

定
員
・
・
・
五
〇
名

受

講
料
・
・・
無

料

講
師
・
・
・
日
赤
救
急
法
・
水
上
安
全
法
技

攅

指

導

貝

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
電
晧
で
、
藪

曹

委

員

会

体

膏

祇
興

係

へ

※

参
加

者

は

必

ず

、
医

師
の

健

康
畛

断

に
I
と
水

着

を
ご

用

憲

く
だ

さ

い

。

生
業
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

貸
付
け
対
象
・
・
・
一
般
金
融
機
鯑
か
ら
融

賢
を
受
け
る
こ
と
が
困
鱆
で
、
貸
付

け
を
受
け
る
事
業
に
よ
っ
て
ま
計
肇

立
て
る
方
症

飄
椥
が
黔
戳
び
ね
匆

等
劑
程
畧
梺

心
尽

め
う
ち
、
t

の
薺
件
に
あ
て
は
ま
右
方
は

、生
業

兪
金
が
借
リ
ら
れ
ま
す
。

①
区
内
に
[
年
以
上
住
ん
で
い
る

②
す
ぐ
に
事
業
が
姉
め
ら
れ
る

③
住
民
税
を
完
納
し
て
い
る

④
確
実
な
連
帯
保
征
人
が
い
る

貸
付
限
度
観
・・・
四
〇
万
円

申
込
み
・
受
付
期
間
…
六
月
ニ
ナ
m

雲
一
)～

七
月
一
看
(

宋
'
)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
区
役
所
厘
竃

休
ぺ
にど
う
ぞ
。

囗
…
町
を
美
し
く
…
…
…
囗

あ
き
缶
公
害
を

追
放
し
よ
う

夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
、ジ
ュ
ー
ス
な

ど
の
'
あ
き
"
”
が
路
上
に
捨
て
ら
れ

‘る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
助
販
充
機
の
普
及
で
、

手
軽
に
飲
み
物
が
冀
え
る
よ
う
に
な

・
り
、
い
七言
お
い
飲
ん
だ
後
の
£

き
缶
E

夸
路
上
に
投
げ
捨
て
番
人
が
多
い
た
め

で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
町
の
美
'

艢
を
そ
こ
な
う
ぱ
か
り
で
な
く
、
齟
転

車
夲
歩
行
者
の
交
通
事
哉
の
も
と
に
も

な
り
、
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、

£

き
鈩

は
、
必
ず
ゴ
ミ
容
軫
に
捨
て
て

く
だ
さ
い
。

あ
き
缶
は
分
別
収
集
で

掫
庭
か
ら
出
る
£
き
"
”
畦
プ

ラ
ス
チ
。
ク
県
と
同
様
に
、
普
通
ゴ
ミ

と
は
別
に
分
別
収
集
の
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

缶
入
り
飲
料
販
売
店
に

お

願

い

缶
入
り
飲
料
な
ど
の
自
勵
販
売
機
を

お
店
に
備
え
付
け
た
り
、
店
頭
で
脈
亮

し
て
い
る
と
き
は
、
必
ず
「
あ
獪
缶
容

膊
」
を
顰
い
て
く
た
さ
い
。
そ
の
場
で
'

歉
む
人
は
、
缶
の
捨
て
場
に
困
づ
て
い

ま
す
。都

落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
5
2
)

棡

在

で
も

、
差

別

事

件

は
蕈

え

き

れ

な
い

程

お

こ

っ
て

い

る

が
、

多

く

の

人

礫
は

、

そ

れ

が
差

別

で

あ

る
こ

一
と

に
気

付

き

得

な
い

。

都
内
の
あ
る
大
学
に
お
い
″
丶
次

め

よ
う

夂

駟

述
の

あ
'
刄
教
科

書

が
使

烱

さ

れ

て

い

た

。

「
特

殊

な

郎
瞑

と

い

う
よ

ラ

な

と
'

こ

ろ
の

子

ど

も
の

性

格

」

に
は

「
よ

戻

な
い

影

響

が
人

格

形

成

の

上

に
あ

ら

わ
れ

る

」

こ
の
授
巣
を
行
な
っ
ず
i
り
f
著
-
-
-

者

で

も
y
あ
枩

教

擬
は

「
特

殊

な
懿

落

£

ほ

何
の

こ

と

か

」
の

問

に

网

饌

的
で
他
と
交
際
し
な
い
一
定
の
地
域

の
こ
と
だ
」
と
平
然
と
の
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
、被
差
別
都
落
を「
恃

・揀
」
扱
い
す
る
こ
と
は
、
差
別
以
外

の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
交

際
し
な
い
」・の
は
私
達
の
方
か
ら
で

は
な
く
、
都
痞
民
の
人
格
を
「
よ
く

な
い
」
-
ひ
ね
く
れ
て
い
る
・
乱
暴

だ
卜
と
い
う
予
断
と
偏
見
を
も
っ
て

い
る
人
々
の
ほ
う
で
す
。
そ
れ
か
、
'

あ
た
か
も
私
達
都
落
民
の
ほ
う
に
問

舳
が
あ
る
と
す
る
、
こ
の
よ
う
な
差

剴
教
科
一
を
、
私
達
が
糾
弾
す
る
ま

で
、
当
の
教
授
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学

睹
係
の
雄
も
が
気
付
か
な
か
っ
た
の

で
す
。

部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
一
七
七
六
九

経済的な
区民葬儀のご利用を!

区
が
発
行
す
る

葬
儀
券
を
利
用
す

る
と
、
葬
儀
は
比

岐
的
安
く
と
り
行

な
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

葬
祭
料
金
-
金
襴

四
段
飾
り
七
万

五
千
円
、
白
布

三
段
飾
り
三
万

九
千
円
、
白
布

二
段
飾
り
二
万

六
千
五
百
円
(

た
だ
し
、
膺
五

歳
以
下
の
小
人

の
場
合
は
、
各
五
百
円
の
劑
引
き
で

す
)

霊
柩
車
料
金
-
蕃
通
車
十㌔
㍍
ま
で
三

千
百
二
十
円
(
違
柏
省
認
可
料
金
の

二
十
%
引
き
)
一㌔
㍍
増
百
十
円

火
葬
料
金―
最
上
級
一
万
六
千
二
百
円

(
小
人
九
千
九
百
円
)
　

上
等
一
万

一
千
七
百
円
(
小
人
七
千
二
百
円
)

中
等
二
千
七
百
円
(
小
人
千
九
百
(

十
円
)

※
普
通
料
金
の
十
%
引
き

遺
骨
収
納
容
器
-
四
千
二
百
五
十
円

(
尖

千
百
五
十
円
)

※
普
通
料
金
の
五
%
引
き

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
-
区
内
の
区

民
葬
儀
取
扱
指
定
店

足
立
区
展
　

作
品
募
集

「
第
九
回
足
立
区
飃
」
が
、
七
月
六

一
日
(
日
)
か
ら
十
九
日
(
土
)
ま
で
閠一

か
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
力
作
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

一
さ
r・

囗
資
格
…
区
内
在
住
、
在
助
、
在
学
の

方
□
種
目
・
・
・
洋
画
・
彫
塑
・
書
道

応
募
要
項
等
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員

会
文
化
係
ま
で

労
働
講
座

六
月
二
十
三
日
(
月
)

労
働
組
合
運
動

の
課
題
～
ポ
ス
ト
7
5春
闘
～

六
月
二
十
四
日
(
火
)

不
況
下
の
労
働

組
合
活
動
～
X
金
闘
争
の
進
め
方
～

六
月
二
十
五
日
(
水
)

不
況
下
の
労
働

組
合
活
助
～
合
理
化
闘
争
の
進
め

方
～

六
月
二
十
六
日
(
木
)
・
二
十
七
日
(
金
)

や
さ
し
い
労
働
組
合
法
①
②

時
間
は
午
後
六
時
か
ら
(
時
ま
で
。
(

費
用
は
無
料
)

対
象
-
労
働
組
合
員
、
労
働
者
、
都
民

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
-
王
子
労
政

事
務
所
教
育
係
　
九
〇
〇
-
○
一
一

七
へ

地
域
防
災
の
担
い
手

消
防
団
員
募
集

千
住
洌
防
団
‘
西
新
井

消
防
団
で
'

は
、
地
震
災
害
や
風
水
書
、
そ
の
他
の

災
害
の
際
、
消
防
署
と
協
力
し
て
、
区

民
を
守
る
た
め
に
勵
く
消
防
団
員
を
、

次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
・・・
足
立
区
内
に
在
住
・
在
助
の
十

八
歳
以
上
の
男
子

身
分
・・・
特
別
職
の
地
方
公
務
員

し
ご
と
・
・
・
ふ
だ
ん
は
、
自
分
の
仕
事
を

し
て
い
て
、
災
害
時
の
活
助
・
区
民

指
導
な
ど
に
出
助
す
る
。

待
遇
・
・
・
制
服
・
作
業
服
・
靴
・
保
安
帽

な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

報
酬
は
年
二
回
に
分
け
て
支
給
さ

れ
る
ほ
か
、
災
害
な
ど
の
出
勳
の
つ

ど
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
区
役
所
防
災
課

▽
千
住
消
防
暑
警
防
課
(
　
(
(

二

I
○
一
一
九
内
線
四
三
)

▽
西
新
井
消
防
署
警
防
課
(
　

八
(
　

六一

四
一
八
七
・
内
線
三
(
)

7 月1 日から

住居表示
江北北部地区

今
回
の
対
象
区
域
は
、
北
鹿
浜
町
、

加
賀
皿
沼
町
、
谷
在
家
町

、
北
堀
之
内

町
、
上
沼
田
町
、
舎
人
町
、
入
谷
町
、

西
伊
興
町

、
古
千
谷
一
丁
目
の
各
一
部

で
す
。
新
町
名
は
、
鹿
浜
六
丁
目
・
七

丁
目
・
(
丁
目
、
加
賀
一
丁
目
・
二
丁

目
、皿
沼
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
、

谷
在
家
三
丁
目
で
す
。
鹿
浜
五
丁
目
と

谷
在
家
一
丁
目
・
二
丁
目
は
、
こ
れ
ま

で
よ
り
区
域
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

今
回
の
実
施
面
積
は
、
一
・
五
九
平

方
㍍
で
、
今
ま
で
の
分
を
合
わ
せ
る
と

足
立
区
総
面
積
の
六
〇
・
二
%
が
住
居

表
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、

新
住
居
番
号
通
知
一
と
案
内
一
の
配

布
、
戸
番
標
の
取
付
け
な
ど
の
作
業
を

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・・・
区
役
所
住
居
表
示
鰥

足立区内町区域新設略図

夏
花
品
評
会

日
時
　
六
月
二
十
四
日
(
火
)
～
二
十

五
日
(
水
)

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館

一
般
観
覧

二
十
四
日
正
午
～
午
後
五
時

二
十
五
日
午
前
九
時
～
午
後
二
時

即
売
会足

立
花
卉
農
協
鉢
吻
都
会
に
よ
る

鉢
花
の
即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。

※
な
お
、
毎
日
先
着
二
百
名
の
方
に
切

花
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
花
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

早
朝
テ
ニ
ス
教
室

(
軟

式
)

日
時
　
七
月
六
日
～
(
月
三
十
一
日
の

毎
週
日
曜
日
(
午
前
七
時
～
(
時
三

十
分
)

対
象
　
高
校
生
を
除
く
十
八
歳
以
上
の

区
民

参
加
費
　
無
料

く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
体
育
振
興

係
へ

。
車
は
ご
遠
慮
を

中
央
図
書
館

七
月
一
日
か
ら
、利
用
者
の
安
全
の
こ

め
、自
助
車
の
乗
り
入
れ
を
制
限
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狹
く
な
り
ま
す
の

で

、
自
助
車
の
利
用
は
、
な
る
べ
く
ご

還
慮
く
だ
さ
い
。

駐
車
時
間
も
一
時
間
以
内
に
な
り
ま

す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

B
B
S
会
へど

う
ぞ

B
R
S

連

励

と
は

、
不

幸

に
も

卵

を

一
犯

し

た
少

年

と
の

友

だ

ち

活
助

や
非

行

防

止
活

助

、
研

さ
ん

活

助

を

行
な

い

、

一
犯

罪
の

な

い

明

る
い

社

会

を

作

る
た

め

の

青
年

た

ち

に

よ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

活

助
で

す

。

足
立

区
B
B
S

会

で

は

、
十
(

歳

か

ら
三

十
纎

ま

で
の

方

の

会

員

を
募

集

し

て

い

ま
す

。
非
行

を

無

く

し

た
い

と

巓

う

人

は
だ

れ

で

も

ど
う

ぞ

。

問
い

合

わ

せ

は

、
清

和

会
(
　
(
(

七
一
(

三

二

三
)

へ

。

短
期
技
能
講
習

受
講
者
募
集

科
目
　
木
工
機
械
飼
豊

講
習
日
　
七
月
十
日
か
ら
木
・
金
・
月

昭
日
の
七
日
間

時
間
　
午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

受
講
料
　
(

百
円

受
付
日
時
　
六
月
三
十
日
～
七
月
四
日

午
前
九
時
～
午
後
七
時

問
い
合
わ
せ
先
　
都
立
足
立
高
等
職
業

馴
練
校
　
六
(
)苙
一
六
}
四
(

生
鮮
食
料
品
の

安
売
り
デ
ー

〔
豚
肉
〕

六
月
二
十
八
日
(
土
)

◎
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ
ん
で

販
売
し
ま
す
。

〔鮮
魚
〕

六
月
二
十
日
(
金
)

◎
青
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
魚
屋
さ
ん
で

販
売
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を

六
月
の
献
血
日
程

六
月
二
十
日
(
金
)
竹
の
一
駅
東
口

六
月
二
十
七
日
(
金
)
五
反
野
小

六
月
三
十
日
(
月
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。(
た
だ
し
、午

前
十
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
〇
畤
三
十

分
ま
で
は
昼
食
休
憩
時
間
)

区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
タ
ベ

日
時
　
六
月
二
十
六
日
(
木
)
午
後
六

時
三
十
分

場
所
　
千
寿
第
三
小
体
育
館

参
加
費
　
無
料
、入
場
自
由

連
絡
先
　
足
立
区
F
D
連
盟
　
　
(
(

一
一

九
〇
六
苙
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